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Ⅲ  総 括    

 
【 学 部 教 育 】  

 平 成 1 8 年 度 に 薬 学 6 年 制 教 育 が 開 始 さ れ 、 信 頼 さ れ る 薬 剤

師 、 良 質 な 薬 学 研 究 者 を 遅 滞 無 く 養 成 す る こ と が 薬 学 教 育 の 現

場 に 強 く 求 め ら れ て い る 。 本 学 薬 学 部 は 平 成 1 6 年 に 設 置 さ れ

た こ と か ら 、 薬 学 教 育 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 沿 っ た カ リ

キ ュ ラ ム 構 築 を 行 う こ と が で き 、 今 年 度 は 6 年 制 教 育 の 要 と い

え る O S C E ( O b j e c t i v e  S t r u c t u r e d  C l i n i c a l  E x a m i n a t i o n ) や

C B T ( C o m p u t e r  B a s e d  T e s t i n g ) を 含 む 実 務 実 習 事 前 学 習 へ の 対

応 も 良 好 で あ っ た 。 ま た 、 本 学 は 仏 教 主 義 を 建 学 の 精 神 に 据 え

た 大 学 で あ り 、 生 命 の 尊 さ の 認 識 や 医 療 に お け る 倫 理 の 重 要 性

を 学 ぶ 科 目 設 定 は 、 総 合 大 学 の 強 み を 活 か し た 本 学 独 自 の も の

と 自 負 す る 。  

 本 学 薬 学 部 は こ れ ま で に 4 年 制 学 生 を 2 度 世 に 送 り 出 し て

い る 。卒 業 生 の 進 路 を 見 る に 、製 薬 企 業 と 治 験 関 連 企 業 へ の 就

職 率 は 、平 成 1 9 年 度 は 3 1 %  ( 8 0 名 中 2 5 名 ) 、2 0 年 度 は 3 3 %  ( 5 5

名 中 1 8 名 ) と 、 平 成 1 9 年 度 私 立 薬 科 大 学 平 均 値 ( 1 3 % ) と 比 較

し て か な り 高 い 。 こ れ は 本 学 独 自 の 「 香 粧 薬 学 系 科 目 」 と 「 製

薬 産 業 系 科 目 」 の 充 実 に 基 づ く も の と 考 え る 。 今 後 の 6 年 制

薬 学 教 育 に も こ の 特 長 を 生 か し た い 。  

 
【 大 学 院 教 育 と 薬 学 研 究 所 】  

本 学 は 平 成 1 5 年 4 月 、 薬 学 部 設 置 １ 年 前 に 薬 学 研 究 所 を 設

置 し 、 日 々 新 た な 「 知 」 が 付 け 加 わ る 薬 学 を 学 生 に 教 え る 教 員

は 、 そ の 「 知 」 の 真 贋 を 自 ら 見 極 め て 取 り 入 れ る の で な け れ ば

な ら ず 、 そ の た め に は 教 員 自 ら が 研 究 者 と な り 、 研 究 所 で 実 験

し 新 し い “ 知 ” を 生 産 す る こ と に よ り 、 そ の 真 贋 を 見 極 め る 心

技 を 磨 く べ き と の 考 え を も と に 、 薬 学 部 教 員 が 薬 学 研 究 所 を 併

任 す る シ ス テ ム を 取 っ て い る 。 平 成 1 6 年 度 か ら 平 成 2 0 年 度 に

文 部 科 学 省 の 私 立 大 学 学 術 研 究 高 度 化 推 進 事 業 の 「 ハ イ テ ク ・

リ サ ー チ ・ セ ン タ ー 整 備 事 業 」 に 選 定 さ れ 、「 老 年 性 疾 患 に 関 す

る 分 子 基 盤 研 究 と 治 療 法 に 関 す る 研 究 」 の テ ー マ で 、 近 年 の 高

齢 化 社 会 と 共 に 増 加 す る 老 年 性 疾 患 の 分 子 基 盤 研 究 と 治 療 法 に

関 す る 研 究 を 推 進 し た 。 成 果 は 原 著 英 文 論 文 1 2 1 報 、 学 会 報 告

3 1 3 件 で 、 ま た 3 回 の 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催 し 公 表 す る こ と
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に 努 め た 。  

 ま た 、 平 成 2 1 年 4 月 に 3 年 制 の 大 学 院 薬 科 学 研 究 科 薬 科 学

専 攻 ( 博 士 後 期 課 程 ) を 開 設 し た 。「 高 度 薬 科 学 研 究 者 養 成 コ ー

ス 」 と 「 高 度 実 務 薬 科 学 研 究 者 養 成 コ ー ス 」 で の 教 育 ・ 研 究 評

価 は 今 後 の こ と と な る が 、 薬 学 研 究 所 及 び 大 学 院 薬 科 学 研 究 科

で の 教 員 の 研 究 ・ 教 育 姿 勢 や 研 究 成 果 、及 び 配 属 研 究 室 で の「 卒

業 研 究 」 は 学 部 学 生 の 教 育 に 多 大 な 影 響 を 与 え て い る 。 平 成 2 0

年 度 の 4 年 制 卒 業 生 9 2 名 中 2 9 名 ( 3 2 % ) も の 学 生 が 大 学 院 修 士

課 程 に 進 学 し て い る 。  

  
 以 上 、 4 年 制 学 生 の 就 職 、 進 学 、 新 卒 者 の 国 家 試 験 合 格 率 ( 平

成 1 9 年 度 ： 8 9 . 3 2 % 、 平 成 2 0 年 度 ： 9 2 . 3 9 % ) 、 及 び 今 年 度 の 6

年 制 に お け る 入 学 志 願 倍 率 ( 1 8 . 9 倍 ) や 薬 学 共 用 試 験 合 格 率

( O S C E 、 C B T 共 に 1 0 0 % ) 等 か ら 鑑 み る に 、 新 設 の 薬 学 部 と し て

順 調 に 推 移 し て い る と 判 断 す る 。 薬 学 6 年 制 の 趣 旨 を 良 く 理 解

し 、 本 学 薬 学 部 の 理 念 、 目 標 、 目 的 に 沿 っ た 教 育 ・ 研 究 の 更 な

る 充 実 に 向 け て 、教 職 員 一 同 自 己 改 革 を 図 っ て い く 所 存 で あ る 。 


